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1. 毎日小学生新聞（2025.04-現在） 

自己紹介（令和 7 年 4 月 7 日） 

天気はなぜ変わるの？（令和 7 年 4 月 28 日） 

どうして未来の天気を予測できるの？（令和 7 年 5 月 19 日） 

梅雨って何？（令和 7 年 6 月 2 日） 

気象衛星「ひまわり」のひみつ（令和 7 年 6 月 23 日） 

台風シーズン到来（令和 7 年 7 月 7 日） 

地球温高と異常気象（令和 7 年 7 月 28 日） 

「熱の島」ヒートアイランド（令和 7 年 8 月 11 日） 

気象大学校を知っていますか？（令和 7 年 8 月 25 日） 

フェーン現象って何？（令和 7 年 9 月 8 日） 
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⚫ 身近な気象現象に着目 夏休みの自由研究, 上毛新聞, 記事掲載有り（令和 6 年 7
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⚫ 今世紀末の群馬に警鐘, 上毛新聞, 記事掲載有り（令和 6 年 5 月 10 日） 

⚫ 気象を仕事にすることについて, 上毛新聞, 記事掲載有り（令和 6 年 3 月 14 日） 
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⚫ 天気予報の精度について, 上毛新聞, 記事掲載有り（令和 5 年 11 月 28 日） 
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干ばつの予測可能性, 日本気象学会秋季大会, 2018年 10月 (仙台) 
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宏, 坪木和久, 2018: T-PARCII ドロップゾンデと気象庁全球予測システムを用いた観
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取材対応等 

1. AI気象モデルについて、毎日新聞（令和 8年 3月 30日） 

2. 気象研究所で開催されている AI 気象モデルのワークショップについて、NHK ニュ

ースウォッチ 9、放映有り（令和 8年 3月 23 日） 

3. AI を活用した台風予測について、NHK ニュースウォッチ 9、放映有り（令和 7 年

10月 17,21,22日） 

4. AI気象モデルについて、読売新聞、記事掲載有り（令和 7年 8月 13日） 

5. 台風と地球温暖化について、朝日新聞、記事掲載有り（令和 6年 9月 4 日） 

6. 台風の移動速度に関して, テレビ朝日スーパーJ チャンネル, 放送有り（令和 5 年

5 月 29 日） 

7. 令和元年東日本台風(2019年台風第 19号)および温暖化による台風への影響に関し

て, 上毛新聞, 記事掲載有り（令和 5年 2月 1日） 

8. 秋台風の移動速度の鈍化, 記者ブリーフィング, 記事掲載有り（令和 3 年 5 月 14

日） 

9. 映像で見る気象観測の世界, つくば市サイエンス Q, つくば市桜中学校における

出前授業（令和 3年 2月 9日） 

10. 今年の台風の特徴について, 日経新聞, 記事掲載予定（令和 2年 11月 13日） 

11. 過去 40年で太平洋側に接近する台風が増えている, 気象キャスターネットワーク, 

オンライン勉強会（令和 2年 10月 3日） 

12. 台風やハリケーンの観測に使われるドロップゾンデに関して, 読売新聞, 記事掲

載有り（令和 2年 10月 1日） 

13. 台風予測に関する番組作成のための情報収集, NHK サイエンス ZERO, 放映有り 

(令和 2年 9月 29 日) 

14. 過去 40年で太平洋側に接近する台風が増えている, FMゆうがお, 放送有り（令和

2年 9月 28日） 

15. 過去 40 年で太平洋側に接近する台風が増えている, 報道発表（令和 2 年 8 月 25

日） 

16. 気象・災害連載企画「自然を見つめ、災害に挑む」の取材協力, 共同通信, 記事

掲載不明（令和 2年 5月 8日） 

17. 地球温暖化で台風の移動速度が遅くなる, FM ゆうがお,放送有り（令和 2 年 3 月

13日） 

18. 映像で見る気象観測の世界, つくば市サイエンス Q, つくば市葛城小学校におけ

る出前授業（令和 2年 1月 20日） 

19. 地球温暖化で台風の移動速度が遅くなる, 報道発表（令和 2年 1月 8日） 

20. 台風研究の動向にかかる情報収集, テレビ朝日, 放映無し (令和 1年 8月 22日) 

21. 台風の予報円の技術開発について, 福島テレビ, 放映有り (令和 1年 8月 6日) 

22. 台風についてわかっていることいないこと, ゲンロンカフェ, 生放送 （平成 31

年 2月 26日） 

23. 台風発生予測技術について, 共同通信, 記事掲載有り（平成 31年 1月 15日） 

24. 台風についてわかっていることいないこと, TBSラジオ（荻上チキ・Session-22）, 

生放送 （平成 30年 9月 28日） 



25. 温暖化と台風について, 産経新聞, 記事掲載無し（平成 30年 9月 14日） 

26. ハリケーンフローレンスについて, テレビ朝日スーバーJ チャンネル, 放映無し

（平成 30年 9月 14日） 

27. 最近の極端現象に対する見解及び将来の対処について, CNN, 記事掲載有り（英語）

（平成 30年 9月 7日） 

28. 気象研で行っている台風研究について, フジテレビプライムニュースイブニング, 

放映有り（平成 30年 8月 22日） 

29. Kossin (2018, Nature)について, NHKクローズアップ現代, 放映有り（平成 30年

7月 6日） 

30. Kossin (2018, Nature)について, 読売新聞, 記事掲載あり（平成 30年 6月 4日） 

31. 台風の感度解析と観測システム実験について, NHK(メガクライシス), 放映有り

（平成 29年 7月 14日, 8月 8日） 

32. コンセンサス手法による台風強度予報ガイダンスの開発，朝日新聞, 記事掲載有

り（平成 29年 7月 15日） 

33. コンセンサス手法による台風強度予報ガイダンスの開発，読売新聞, 記事掲載有

り（平成 29年 5月 27日） 

34. コンセンサス手法による台風強度予報ガイダンスの開発，日本農業新聞, 記事掲

載有り（平成 29年 5月 18日） 

35. 台風の航空機観測について, NHK(メガクライシス), 放映有り（平成 29 年 5 月 23

日） 

36. 今年の台風について, TBS(あさチャン), 放映有り（平成 28年 10月 6日） 

37. 台風研究部で行っている研究に関して, 日刊工業新聞, 記事掲載有り（平成 28年

9月 16日） 

38. 最新の台風研究について, 日本テレビ(バンキシャ！), 放映無し（平成 28年 9月

15日） 

39. 台風 10号の今後について、同じ海域で 3つも台風が発生した原因について, NHK(ニ

ュースウォッチ 9), 放映あり（平成 28年 8月 23日） 

40. 台風の全般的なはなし, J-WAVE ラジオ（TOKYO MORNING RADIO）, 生放送 （平成

28年 8月 2日） 

41. 台風の全般的なはなし, TBS ラジオ（久米宏ラジオなんですけど）, 生放送 （平

成 28年 7月 23日） 

42. 衛星解析と全球アンサンブル予報を利用した台風発生予報について, 東京新聞, 

記事掲載有り（平成 28年 7月 1日） 

43. 台風の航空機観測について, TBS(NEWS23), 放映無し（平成 28年 6月 16日） 

44. 台風の航空機観測について, NHK, 放映無し（平成 28年 6月 6日） 

45. 衛星解析と全球アンサンブル予報を利用した台風発生予報について, 毎日新聞, 

記事掲載有り（平成 28年 5月 19日） 

46. 衛星解析と全球アンサンブル予報を利用した台風発生予報について, 時事通信, 

記事掲載有り（平成 28年 5月 17日） 

47. 台風の全般的なはなし, TBS(NEWS23), 放映無し（平成 27年 7月 13日） 

48. 台風の航空機観測について, TBS(NEWS23), 放映無し（平成 27年 4月 22 日） 

49. 海外での台風研究について, NHK, 放映有り （平成 27年 4月 6日） 



50. 台風の全般的なはなし, NHK, 放映有り （平成 26年 3月 5日） 

51. 台風の解説, 文化放送(大村正樹のサイエンスキッズ), 放送有り（平成 24 年 10

月 6日） 

52. 台風の航空機観測について, フジテレビ(とくダネ), 放映有り（平成 24年 8月 30

日） 

53. 台風の航空機観測について, フジテレビ(リアルスコープ Z), 放映無し（平成 24

年 7月 31日） 

54. 台風の全般的なはなし, 読売新聞, 記事掲載有り（平成 24年 7月 17日） 

55. 台風の最適観測法に関して, 産経新聞, 記事掲載有り（平成 23年 9月 26日） 

56. 台風の最適観測法に関して, 中日新聞, 記事掲載有り（平成 23年 9月 25日） 

57. 台風の最適観測法に関して, 朝日小学生新聞, 記事掲載有り（平成 23 年 8 月 28

日） 

58. 台風の最適観測法に関して, 朝日中学生新聞, 記事掲載有り（平成 23 年 8 月 14

日） 

59. 台風の予測に関する研究に関して, NHK(気象転結), 放映有り（平成 23 年 6 月 29

日） 

60. 台風第９号の進路と降雨に関して, TBS(NEWS23 クロス), 放映有り（平成 22 年 9

月 8日） 



非常勤講師等 

1. 横浜国立大学総合学術高等研究院, 2024 年 1 月-現在 

客員教授 

2. 岐阜大学工学部, 2019 年 9 月-2020 年 3 月 

講義：天気予報の最前線 

3. 琉球大学理学部, 2016 年 9 月-2017 年 3 月 

講義：大気力学 

 



研究者招へい等 

1. Dr. Xiaohao Qin (Institute of Atmospheric Physics Chinese Academy of Sciences), 

2019 年 9 月-2019 年 12 月 

研究テーマ：What determines the timing of the lifetime maximum intensity of 

tropical cyclones?」 

2. Dr. Feifan Zhou (Institute of Atmospheric Physics Chinese Academy of Sciences), 

2015 年 8 月-2015 年 11 月 

⚫ Zhou, F., W. Duan, Z. He, and M. Yamaguchi, 2018: Possible sources of forecast 

errors generated by the global/regional assimilation and prediction system for 

landfalling tropical cyclones. Part II: Model uncertainty. Advances in 

Atmospheric Sciences, 35, 1277-1290. 

⚫ Zhou, F., M. Yamaguchi, and X. Qin, 2016: Possible sources of forecast errors 

generated by the global/regional assimilation and prediction system for 

landfalling tropical cyclones. Part I: Initial uncertainties. Advances in 

Atmospheric Sciences, 33, 841-851. 

3. 西村雅人(気象大学校), 2014 年 4 月-2015 年 3 月 

⚫ Nishimura, M. and M. Yamaguchi, 2015: Selective ensemble mean technique 

for tropical cyclone track forecasts using multi-model ensembles. Tropical 

Cyclone Research and Review, 4, 71-78.  

 



委員等 

1. 日本気象学会 正野賞候補者推薦委員会 委員：2025 年～2026 年 

2. 日本気象学会 学術委員会 委員：2014 年～2022 年 

3. 日本気象学会 学術委員会 航空機に関する検討部会 委員：2014 年～2022 年 

4. 日本気象学会 正野賞候補者推薦委員会 委員：2019 年～2022 年 

5. 日本気象学会 気象集誌編集委員会 委員：2020 年～2021 年 

6. 宇宙航空研究開発機構 降水観測ミッション 利用検討委員会 委員： 2016 年～2019

年 

7. 宇宙航空研究開発機構 地球観測に関する科学アドバイザリ委員会 委員：2020 年～

2022 年 

8. 環境省 気候変動による災害激甚化に関する影響評価検討委員会 委員：2020 年～2021

年 

9. 世界気象機関 天気研究計画 予測可能性・力学過程及びアンサンブル予報に関する作

業部会 委員：2015 年～2021 年 

10. 世界気象機関 THORPEX アジア地域委員会 GIFS-TIGGE 作業部会 委員： 2011 年

～2014 年 

 


